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苫小牧における凍上観測*

(昭和49-50年冬期)

木下誠一・鈴木義男

堀口 薫・福田正己

(低温科学研究所)

井上正則・武田一夫

(北海道大学大学院理学研究科)

(昭和51年 1月受理)

I.はしカマき

苫小牧北大演習林内において昭和44年以来凍上の観測を行なって来た 1ぺ昭和47年には，現場

近くに凍上観測室が建設され，種々の観測が容易になった。それらのうちで，ここでは，毎冬継続

して観測されている事項について，昭和 49-50年冬期に得られた結果を資料として報告する。

現場では，試験土は内面防水プールに埋められ，プール内の水位が凍上以外の原因で変化しない

ようにしである。これらプールの状況を第1表に示す。

第 1表 苫小牧凍上観測現場におけるプール状況

広さ
凍結前の

試験土の土質
粒度組成

60%粒径 比表面積
試験土の深き 砂分 シルト分 粘土分

Aプール 3X3m l. 90m 砂質粘土ローム 55% 24% 21% 0.08mm 54m'/g 

Bプール 3 X 3 l.60 正少 100 。 。 0.4 1.0 

Cプール 5 X 5 2.00 砂質粘土ローム 55 24 21 0.08 54 

II. 測定方法

1.通常観測項目

(1) 地面及び地下5，10， 20， 30， 40， 60， 80， 100 cm (凍上した地面からの距離)， 120， 150 cm (凍

結前の地面からの距離)及びプール底部の地温。

(2) 凍結深度計6)による凍結深度の測定

(3) 地面凍上量

(4) 地下水位

(5) 地面に直径 13cmの円板をおき，この部分を固定したときに現われる凍上力巾)
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(6) 士圧計(共和電業製BE-2 KC，直径3cm，厚き 0.67cm)を地面に垂直に 1個を凍上力

測定部の円板の縁から 13cmの所に，中心が地下5cmになるように(第7図の①)， 1個を円板の

縁から 33cmの所に，中心が地下lOcmになるように(第7図の②)，又もう 1個を凍上力装置の影

響のない離れた所に，中心が地下lOcmになるように(第7図の③)埋めた。凍上力発生に伴なう

周辺の土圧変化及び地面近くの温度勾配の変化にもとずく熱応力を測定した。

2.断面観測

11月27日， 1月7日， 3月6日， 5月7日に試学付采取を行ない，層構造の観察をした後，現場密

度，重量含水比，土粒比重を測定した。これらの値から土の中に含まれる土粒分と水分の体積割合

を求めた。又弾性波伝播速度9)も求めた。

III. 測定結果

1.気温・積算寒度

この冬のデーターを第2表に示す。積算寒度の総計は 723.20C • dayで，昨冬の 561.goC・dayよ

りも大きいが，大体平均的な寒さであった。

第2表 昭和49-50年冬苅の気温と積算寒度(苫小牧凍上観測現場)

11月 12月 1 月 2 月 3 月 4 月

月積算寒度 合計
25.6 227.9 206.6 186.2 75.2 1.7 

'C.day 723.2 

日平均気温が
9 31 30 27 20 3 

0・C以下の日数

月平均気温℃ 1.2 7.4 - 6.6 - 6.6 - 1.5 2.1 

最低気温 ℃ -11.6 23.0 -21.6 -24.3 -21.6 - 8.7 

出現時刻 15日 5 : 15 17日 5 : 00 1日 7 : 15 10日 6 : 50 3日 4: 00 3日 5 : 00 

最高気温 ℃ 15.8 6.4 4.1 4‘2 10.1 20.2 

出現時刻 8日 12: 15 2日 12: 35 6日 13:05 7日 13: 35 23日 14: 15 30日 14: 35 

2.凍上状況

A，B，Cの3プールの凍上量，凍結深，地下水位及び地温分布をそれぞれ第1， 2， 3図に示す。

3.断面観測結果

A，B，C/3プールにおける断面観測結果を，それぞれ第4，5， 6図に示す。又採取した試料の弾

性波伝播速度の値を第3表に示す。

4.凍上力・土圧

第II節の通常観測項目のうち，凍上力と土圧はブールCのなかで測定された。その結果を第7図

に示す。凍上力・土圧とも気温及び地面近くの地温の日変動に伴い，同周期の日変動を示す5)が，

こ、では，ほほ 1日の平均値をとって，冬期間にわたる変動を示した。凍上力は直径 13cmの円板に

かかるもので，最大4.85トンが3月5日に記録された。土庄の①は，凍上力測定円板の縁から 13
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cm，②は 33cm，③は 70cmにおいて測定されたものである。ここでは測定結果だけを示すが，今後

観測をつみ重ねて結果を整理検討したい。
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第1図 地面凍上量，凍結線，地下水位及び地温の冬期算の変化，プールA(砂質粘土ローム)，昭和 49-50年冬期，

苫小牧凍上観測現場
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第2図 凍結線，地下水位及び地温の冬期間の変化，プールB(砂)，凍上しない，昭和 49-50年冬期，苫小牧凍上

観測現場
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第3図 地面凍上量，凍結線及び地温の冬期間の変化，プールc(砂質粘土ローム)，地下水なしの閉式型，昭和49-50
年冬期，苫ノl、牧凍上観視IJ現場
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第4図 断面観測の結果，プールA(砂質粘土ローム)，昭和49-50年冬期，苫小牧凍上観測現場
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断面観測の結果，プールB (砂)，昭和 49-50年冬期，苫小牧凍上観測現場第5図
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断面観測の結果，プールc(砂質粘土ローム)，昭和 49-50年冬期，苫小牧凍上観測現場第6図
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第3表凍土試料の弾性波伝播速度

Aプール 深 さ 弾性波速度 Cプール i采 さ 弾性j皮速度

3月 6日 0-5cm 3.13km/s巴C 3月6日 0-5cm 3.25km/sec 

5-10 2.60 5-10 3.14 

10-20 3.05 10-20 3.14 

20-25 3.30 20-25 3.10 

25-30 3.26 25-30 3.09 

30-35 3.38 30-35 3.25 

35-40 3.40 35-40 3.23 

40-45 3.38 40-45 3.30 

45-50 3.45 45-50 3.37 

50-55 3.38 50-55 3.40 

55-60 3.23 55-60 3.38 
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第7図凍上力及ぴ土庄の冬期間の変化。

プールc(砂質粘土ローム)，昭和 49-50年冬期。苫小牧凍上観測現場。凍上力は直径 13cmの円板にかか
る力。土庄①は円板の縁から 13cm，②は 33cm，③は 70cmにおゑるもの
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現場の観測にあたって北大苫小牧演習林の皆様に大変お世話になった。厚〈感謝の意を表する次

第である。また，本研究は文部省科学研究費補助金自然災害特別研究及び日本学術振興会日米科学

協力計画「土の凍結融解に伴う水分の移動J(4 R 020)によって行なわれたものである。
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